







その他のタイトル Die Erzahlung “Lauf, Moros” Osamu Dazais und






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































	•	 	Schiller : Bellermann, L.（hrsg）	: “Schillers Gedichte”, um1915, Bibliographisches Institut. 
Leipzig und Wien （以下、Bellermann と略す）
＊註
１）	『桜桃とキリスト』、236〜260ページ。












シラーの原文の第九連第五〜七行は “Den  Pfad  ihm sperrend,  und  schnaubet  Mord / Und 
hemmet  Wanderers  Eile / Mit drohend  geschwungener  Keule.”である（Bellermann, S.232f.）。
「彼の前で小径をふさぎ、そして殺そうと息を荒げ、／急ぐ旅人をはばむ／脅すように振り
上げた棍棒で」であり、メロスの動作は記されていない。小栗の誤訳であろう。
８）	 もっとも、「走れメロス」の場合、先行する193行に「ああ、日が沈む。ずんずん沈む。」
と既に記した後なので、あらためて読者に時刻を明示する必要はなかったとも言える。
９）	「走れメロス」の、いわば「メッセージ」とも受け取られかねない王のこの言葉は、小栗
訳「人質」から、そのまま転用されている。むしろ、「引用」と言っても良いだろう。「濁
流の場」や「岩清水の場」の転用にあってすら、幾分かの変更が加えられていた。句読点
を施したのみの、この転用に、現代で言う「コピペ」の感覚を読み込むことも不可能では
ないように思われる。
77太宰治「走れメロス」とシラー「人質」
10）	『新編シラー詩抄』419ページ。この点は、角田旅人が既に指摘している。
11）	 メロスが（ともに、眠りの後に）走りだす、112行と189行直後の、ともに段落冒頭を成
す、113行、190行の第一、二文を見てみたい。113行は「私は、今宵、殺される。殺され
る爲に走るのだ。」と始められている。句読点によって指定された休止を１拍として（「ワ
タシハ、コヨイ、コロサレル。コロサレルタメニハシルノダ。」）読めば、このくだりは15
拍＋14拍である。190行（「私は信頼されてゐる。私は信頼されてゐる。」）は、14拍＋14拍
である。中間部のメロスが文字通り体現する「走る」という行為の始めに、ともに内的独
白として、ほぼ同一の拍数で据えられた、この２文は、両者の対応関係を読者にほのめか
していると思える。即ち、妹の婚礼の翌朝、目覚めてから、「あの王に、人の信實の存する
ところを見せて」（110行）やるために、「雨中、矢の如く走り出た」（112行）後の独白（113
〜115行、或いは、115〜117行の地の文に続く117〜120行までも含めて）までのくだりと、
まどろみの後に岩清水で力と「義務遂行の希望」「名譽を守る希望」を得てから、「私を、
待つてゐる人」「靜かに期待してくれてゐる人」（187〜188行）に「信じられてゐる」（188
行）が故に、「信頼に報いなければならぬ」（189行）と再び走り出た後の独白（190〜194
行）までの、この二箇所の対応である。
12）	「濁流の場」では、129行で一旦、段落が改められている。しかし、この段落は、「山賊
の場」と「炎天の場」を含み、「岩清水」直前の180行まで続く。小栗訳「人質」の第八、
九連の連構成を引き継いだのだろうか？
13）	 シラーの原詩と比較して、「走れメロス」の唯一の弱点とも思えるのは、強盗の出現をデ
イオニスの命令と思わせるメロスの言葉、「さては、王の命令で、ここで私を待ち伏せして
ゐたのだな。」（144行）である。メロスの推測の当否は不明のままだが、人間不信の体現
者というべきデイオニスの性格は、この一言で弱められてしまう。しかし、太宰治の意図
は、作品世界の単一性の保持にあったと筆者は考えたい。作品中の事象のすべてを相互に
関連づけ、作品世界を独立した結晶体として創り上げようとしたのだろう。
